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 この 研 究 の 一部 は 既 に京 都 大 學 綜 合 研究 膿 制 研究 報 告 禽 に於 て套 表 され た1).從 つ て本 報 に

於 て は 主 と して この樹 脂 の耐 水 性 に就 い て行 つ た「瞼 結 果 を極 く簡 箪 に報 告 す る.使 用 した樹

脂,縮 合 剤,試 瞼 片,接 着 條 件,試 験 機 等 は 総 て 前報2)の もの と同 一 で あつ て,そG大 要 は次

の 如 き もの で あ る.           一

 樹 脂:一 ア セ トン1モ ル とホ ル マ リン2.5モ ル とを苛 性 曹 達 水 溶 液 に よつ て縮 合 させ た もの

で 淡 黄 色透 明 な 舎 利別 状 溶 液 で あ る.粘 度 は ス トー マt-・・係 数25.7(30℃),セ イ ボ ル ト1833・8秒

(50。C).

 縮 合剤1-30%苛 性 曹 達 水 溶 液.

 試 験 片:一 ブ ナ材(横14cm,縦3CII1,厚Icm).

 接 着 條件;一 樹 脂1部(重 量)と 縮 合 湖05部(重 量)と を冷 却 下 に於 て よ く混 和 す る.こ の 混

合 液 を試 瞼 片 に 塗 布 し油 堅 手 動 式 加 熱 プ レ ス を使 用 して加 巫 接 着 せ しめ る.接 着 絡 了後 直 さに

適 當 時 聞 浸 水 し引 き上 げ後 常 盗(28-30QC)で30分llll放 置風 乾 さ して 後 勢 断試 験 を行 ふ.

 1)耐 水 性 に於 け る接 着 堅 と接 着 力 との 關 係

 加 熱 温 度80。 ～90℃,加 熱 時 陶1時 聞,浸 水 温 度25。～28℃,浸 水 時 聞5時 問 と48時 聞 との 二

種 類 を行 つ た.其 の結 果 に依 れば 浸 水 時 槻5時 闘 の もの も48時 欄 の もの も共 に接 着盤 と接 着 力

との關 係 は 類 似 で接 着墜18kg/cm2附 近 に於 て 最 高 の接 着 力(50～52kg!cm2)を 表 は す こ と を

認 め た.こ れ を常 態 に於 け る最 適 の接 着 墜(30kg/Cm2)並 にii之高 の 接着 力 〔153kg/cm2)と 比 較

す れ ば 接 着 墜 に於 て 約 牛 減 し接 着 力 に於 て 約 騰減 で あ る.

 2) 耐 水 性 に於 け る浸 水 時 間 と接 着 力 との關 係

加 熱 温 度80～90℃,加 熱 時 聞1時 問,接 茄 墜18k9/cm2,浸 水 温 度250～28℃,浸 水 時 蘭 を30分

よ り30日 聞 迄 各 種 攣1ヒ さ して勇 断 試 験 を行 つ た.共 の結 果 に依 れ ば浸 水5時 聞 迄 は浸 水 時 聞 と

共 に接 着 力 の低 下 を來 た す が,そ れ以 後 は1ケ 月浸 水 して置 い て も左程 接 着 力(40～50kg/eln)

に減 少 を來 た さな い こ とを認 め た.こ の こ とは 此 の樹 脂 の長 期 耐 水 性 を物 語 る もの で特 徴 の一

つ と見 徹 す 可 き貼 で あ ろ う.
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 3)耐 水性に於ける加熱温度及び加堅時間との接着力 との關係

 加熱温度 と接着力 との關係は接着蟹18kg/em2,加 熱時閲1時 問,浸 水時11巳48時間で加熱温

度を60。～150℃ 迄種 々攣化 してみたが接着力に著 しい攣化はな く雫均50kg/cm2前 後である

ことを認 めた.加 壁時聞 と接着力との關係 も薯 しい攣化はなく不均60kg/clll2前 後に止まるこ

とを知つた.こ の際の條件は接着墜18kg/cm2,加 熱温度80e～90℃,加 墜時聞5分 か ら100

分迄種 々に攣化した.

 4) 浸水後の風乾時、昌1と接着力 との關係

 授水後の風乾時聞 と接着力 との關係は浸水引上け直後 より5日 迄は風乾時聞 に比例 して接着

力は相當増加するが,そ の後1ケ 月風乾 してもあまり攣 化な く,接 膚力80～90kg/cm2前 後に

土まり,更 に浪水 と風乾 とを繰返へして行つてみたがこれ もナニいして襲化がない事 を認めた.

この際の試験條件は接み曜18k9/CII・2,加 熱時聞1時 間,浸 水時間斗8時間,水 温28。'y30℃であ

る。

 以上の耐水試験の諸結果を総括してみると次のことが結論出來 る.

 (1)接 着剤 としての耐水性は充分 とは去い難いが或る程度 は。忍め られる.

 (fi)耐 水性に於ける接着厘は18kg/CinL'附 近が最適で加熟澁度が80℃ 以上であれば加巫

時間にはたいして影響がない.

 (匹)耐 水性に於ける接着力は常態の約 髭(50k9/cm2)で あるが,浸 水後の風乾時間 に依つ

てはこの値は畿分増加す る傾向にある.

 その後耐水性を増大 さすために各征の研究を綾行しその上昇を認める事がHi來 た.そ の結果

の詳細は他 日報 告する.

 以上の研究は理學部後藤助教授 との共同研究である.研 究中終始御懇篤なる御鞭 と御助言

とを賜つた恩師野津教授叉多大の便宜を「1↓えられた木材研究所長梶田教授 並に工學部藤野教授

に封 し深甚なる感謝 を捧 ぐ.
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